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[目的] 

当施設ではフットケアチームを中心に透析患者に対しフットケアを行ってきた。 

今回、臨床工学技士がフットケア業務における取組みと、フットケア業務効率の改善を目的にファ

イルメーカーでの管理を試みたので報告する。 

[方法] 

当院の臨床工学技士がフットケア業務に関わるものとして、ＬＤＬアフェレーシス治療、ＡＢＩ・ＳＰＰ

測定、フットケアデータベースの作成をしている。 

[結果] 

・フットケアホーム 

、実施したい項目を選択する(図 1)。 

 

 

・患者フットカルテ 

一つの画面からフットケアシート・フットチェック表・処置用フローシート・ABI 検査・SPP 検査・フット

チェック予定表が一覧で分かるように作成し、各項目ごとに過去の履歴を見ることができるように

している(図 2)。  

 



 

 

・フットチェック表  

入力作業は ipad から行うことができ、入力フォームの所を選択すると選択項目がでるようになって

いる。 

この画面から写真を撮って保存することができるようになっている(図 3)。 

 

 

 

 



 

・フットケアシート 

フットチェックをした際にケアが必要な場合実施している。  

シートには写真・処置内容・指導内容・アセスメント・次回ケア予定内容を入力する(図 4)。 

 

 

・SPP 

当院では臨床工学技士が透析前に検査を行っている。検査値だけでなく、写真で測定部位が分

かるようになっている(図 5)。 

 

 

 



・ABI 

測定日と数値が確認できる。 

 

 

・フットチェック予定表 

患者ごとにフットチェックをする予定月を決めているため、月間予定表を選択し該当月を選択する

と予定患者が抽出される。  

 



以上のように透析条件の設定、ＡＢＩ・ＳＰＰ測定等のフットケア業務のフォローを行う事によって臨

床工学技士の立場からフットケア業務への参画ができた。 

また、ファイルメーカーでデータベースを作成し利用する事で情報が一元管理出来、、入力作業・

情報収集・画像管理・患者指導などの業務効率が改善するとともに、スタッフ間での情報共有が

可能になり適切な運用に繋がった。 

考察 

電子媒体で記録される事により、フットケアに関する情報が確認出来るようになった。また、治療

方針・検査などの透析治療に介入する事で、今後の治療計画に有用であると考えられる。 

結語 

臨床工学技士としてフットケアチームに参画する事は、下肢救済する上で有効である。 


